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　クリスマス・年末年始の商戦に向
けた仕入れの場となる「第9回国際
宝飾展秋」（秋のIJT）が、10月27日
～29日までの3日間、パシフィコ横
浜で開催される。
　緊急事態宣言がどの程度解除さ
れ、陽性者数がどの程度抑えられる
のか、まだ不安が残されているもの
の、昨年10月のコロナ禍でも多くの
出展社と来場者が「年末商戦に向け
た貴重な商談の場をなくさないため
に、秋のIJTは開催を続けて欲しい」と
要望し、主催者に届けていることと、例
年であれば（コロナ禍前であれば）、よ
り多くの小売店や卸のバイヤーが来場
していたことを考慮すれば、今年こそは
一年で最も重要な時期となるクリスマ
ス・年末年始を取り戻すべく、出展社と
バイヤーが一丸となって、産業を盛り上
げていく話題作りとしても、年内最後の
大切な大規模宝飾展に期待が高まる。
　主催者であるRX Japan㈱（旧：リー
ドエグジビションジャパン）は、政府・自
治体および展示会業界のガイドライン
を基に対策を講じて、出展社・来場者
の安全の確保を前提とした準備を進め
ている。
　また、コロナウイルス感染症対策を
万全に施し開催された昨年10月の秋
のIJTでの経験とその実績に信頼を寄
せ、昨年を60社上回る300社の宝飾
メーカーが出展を決定し、大規模商談
展として市場を活気づけ来年にも繋げ
たい。
　最近では、宝飾企業・関連会社のバ

イヤーだけではなく、
近年増加するハンドメ
イドクリエイターなどを
コロナ禍がさらに押し
上げ、ジュエリーやアク
セサリーを製作・販売
する個人をはじめ、宝
飾に限らず商品をSNS
上で販売する個人、宝
飾ビジネスに関心を寄
せる個人などの来場も
増加傾向にあり、幅広い層の宝飾ビジ
ネスに関わる企業・個人の来場がある
ことを捉えつつ、国内市場の変化にも
対応していきたい。

　会場内は、パール、ジェムストーン／
ミネラル、宝飾関連製品・催事商材、
ジュエリー、ライトジュエリー、デザイ
ナー／クラフトマン、リ・ジュエリーの
ゾーンに分けられ、宝飾展ならではの
ハイジュエリーをはじめ、多種多様な
天然石、真珠のルース、素材、パーツ、
ライトジュエリー、アクセサリー、関連
商材・サービスなど、宝飾に関連するす
べてが揃う。

　また、出展各社により会期限定で多
数出品される特別価格商品にも注目
が集まる。
　会場は、現品仕入れの場となり、商
材の比較検討から、自社に見合った仕
入れ・買い付けが可能な場となるほ
か、コロナ収束後のビジネスを後押し
するSNSの活用法から、アヒマディ博
士に学ぶ宝石鉱山、注目のジュエリー
メイキング基礎講座、ネット販売の成
功ノウハウなど充実したセミナーが各
日準備されている。聴講無料・要登録。
　◆10月27日=「Instagram活用の
成功方程式 徹底解説」、「EC成長の
鍵とは？」。◆10月28日＝「これからの
最強な催事の作り方」、「知られざる宝
石鉱山の今」、「ジュエリーメイキングの

ための基
礎講座」。
◆ 1 0 月
29日＝ハ
ンドメイド
マーケッ
トminne
が教える
ネット販
売成功ノ
ウハウ」に

加え、タレントのYOUさんが登壇する
ジュエリートークショー（同13時～）も
毎回話題になる。
　さらに、業界を盛り上げ、国内市場の
活性化を目的に開催される「第5回日
本ジュエリーショップ大賞」（10月27日
15時～）は、回数を重ねる度に小売店
から評価され、受賞店舗によるパネル
ディスカッションは同業者に勇気を与
えると人気だ。

　この一年で新しい
生活様式がスタート
し、ショッピング方法
などが多様化する中
で、眼鏡ユーザーだけ
ではなく、日頃の社内
業務から販売に至る
まで、「こんなのが欲し
い」という新たな需要
を捉えた新しい工具
や機器、グッズなどに
よって、メガネ需要を
さらに伸ばしていきた
いと、㈱サンニシムラ
が今年4月に立ち上
げた企画「第1回こん
なのあったらいいの
に！大賞」の結果が発
表された。
　アイデアの募集
は4月～6月に実施

され、眼鏡店舗などで働く関係者など
から便利だと思う多数のアイデアが
寄せられた。また、発表された6つの
賞のうち4つは実際に製品化が決定
し、その中の3つは、10月に新製品とし
て登場することになっている。
　グランプリは、オプティックオベロン
乙部氏のアイデア「水平チェッカー」
（製品化決定）。準グランプリは、メガネ
の愛眼横田氏のアイデア「ナイロール
レンズ入れ」（製品化決定）。アイデア
賞は、春田眼鏡店コウケツ氏のアイデ
ア「ビルトインパッド入れ」（製品開発
中）。審査員特別賞は、かせや氏のアイ
デア「ヤットコ傷防止ツール」（製品化
決定）。重複賞は、御室氏、小林氏、大
西氏。Thanks賞は、田中氏、岡本氏、
シマザキ氏。
　グランプリの「水平チェッカー」（S
チャートNo.1030）は、基準線引きに
便利なチャー
トの中心部に
ブリッジ避けと
なる「ブリッジ
ポケット」を搭
載。水平を保っ

たままフレームを置くことができ、基準
線引きの作業性・正確性を向上させる
ツールになっている。
　準グランプリの「ナイロールレンズ入
れ」（ナイロールシートNo.141-766）
は、ナイロールレンズ取付時に、よく使
用されるリボンなどでは糸くずが出や
すかったが、特殊素材で作ることによ
り、糸くずが出ず、さらにシート自体の
強度も高いナイロールレンズを取り付
けるのに最適なツール。

　サンニシッムラの関係者によると「数
多くの眼鏡店舗からアイデアと意見が
届き、直接現場の声が聞ける良いきっ
かけになった。業務のことだけでなく来
店する顧客にとってより良いものを提
供するために日々試行錯誤されている
ということがより一層実感できた」とし
ており、4000種類もの眼鏡の工具や
関連用品を提供しているサンニシムラ
は、このようなアイデアを大切に、より顧
客に寄り添った製品を今後も開発し
続けると意気込んでいる。
　なお、10月のIOFTで上記製品を含
む多くの新製品が発表され、新カタロ
グも10月に発行予定となっている。
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「秋のIJT」は
10月27日～29日
「秋のIJT」は
10月27日～29日

作家活動アドバイザー　和田まお氏ジュエリーメイキング講師　中林氏 ジュエリーメイキング　鈴峯鈴木社長

EC成長講師　井口己征代表 EC成長講師　井口孔仁代表 宝石鉱山講師　アヒマディ博士

　銀座三越は、月1回セルフチェックを
推奨する活動日「ピンク（19）の日」（毎
月19日）にちなみ、10月19日から期間
限定で、光のファサード「銀座シャンデ
リア」で特別なライティングを行う。
　最新の調査では9人に1人がかかる
という結果が出ている乳がん。一方で
早期発見であれば生存率が高い病気

でもある。
　顧客、従業員、取組先スタイリスト共
に多くの女性をステークホルダーとす
る三越伊勢丹グループでは、毎年乳が
ん月間である10月に、検診率向上を目
的とした「ピンクリボンキャンペーン（募
金活動や店内放送による啓発活動）」
を実施している。
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